
成長戦略

モノづくりの底力

　
日
本
の
産
業
は
超
円
高
や
膨
ら
む
財
政
赤
字
、
東
日
本
大
震
災
な
ど
を
背
景
に
抜

本
的
な
構
造
転
換
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
枝
野
幸
男
経
済
産
業
相
は
日
本
産
業
の
未
来

に
つ
い
て
「
経
済
大
国
と
な
っ
た
日
本
の
国
際
競
争
力
の
柱
が
価
格
で
は
話
に
な
ら

な
い
」
と
従
来
型
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
か
ら
の
脱
却
を
唱
え
、
コ
ス
ト
競
争
力
に
高
付

加
価
値
を
加
え
た
新
た
な
ジ
ャ
パ
ン
モ
デ
ル
創
出
を
目
指
す
。
日
本
の
強
み
で
あ

る
中
小
企
業
の
モ
ノ
づ
く
り
基
盤
を
生
か
し
な
が
ら
、
成
長
す
る
海
外
市
場
を
い
か

に
取
り
込
む
か
。
そ
の
道
筋
を
見
極
め
る
模
索
が
始
ま
っ
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
で
津
波
の
被
害
に
あ
う
も

復
興
に
取
り
組
む

岩
手
県
大
船
渡
市
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日本に足かせ五つの課題

国
論
二
分
Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
国
民
の
合
意
形
成
必
須

円
高
阻
止
こ
そ
至
上
命
題

他国の追随許さぬ技術力育成行政の支援周知徹底を

生
き
残
り
か
け
て

　
東
日
本
大
震
災
や
長
引
く

円
高
は
、
中
小
企
業
の
経
営

を
窮
地
に
追
い
込
む
の
に
十

分
す
ぎ
る
事
象
だ
。
こ
う
し

た
過
去
に
類
を
み
な
い
厳
し

い
経
済
環
境
下
で
、
多
く
の

中
小
企
業
は
生
き
残
り
を
か

け
た
事
業
展
開
を
模
索
し
て

い
る
。
政
府
も
復
興
と
円
高

対
策
を
最
重
要
課
題
と
位
置

づ
け
、
中
小
企
業
の
金
融
支

援
の
ほ
か
、
国
内
立
地
推
進

や
海
外
展
開
支
援
を
同
時
に

進
め
て
い
る
。

　
な
か
で
も
、
国
内
に
工
場

や
研
究
開
発
拠
点
を
設
置
す

る
際
に
補
助
金
を
出
す
国
内

立
地
推
進
と
、
海
外
展
開
支

援
は
相
反
す
る
よ
う
に
見
え

る
。だ
が
、こ
こ
に
は
国
内
需

要
の
縮
小
と
経
済
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
背
景
に
あ
る
。
国

内
に
軸
足
を
置
い
て
雇
用
を

維
持
し
つ
つ
、
今
は
円
高
で

厳
し
く
て
も
成
長
を
続
け
る

海
外
の
市
場
は
確
実
に
取
り

込
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　
一
方
で
、
円
高
は
や
は
り

経
営
を
圧
迫
す
る
。
円
高
状

況
で
利
益
を
上
げ
る
に
は
価

格
競
争
力
が
い
る
。
国
内
製

造
業
で
価
格
競
争
力
の
軸
に

な
る
の
は
、
他
国
の
追
随
を

許
さ
な
い
高
い
技
術
力
だ
。

「
日
本
の
こ
の
メ
ー
カ
ー
に

し
か
作
れ
な
い
」
と
い
う
よ

う
な
製
品
で
あ
れ
ば
、
値
切

ら
れ
る
こ
と
も
少
な
く
、
メ

ー
カ
ー
に
と
っ
て
優
位
な
取

引
も
可
能
に
な
る
。

助
成
実
績

件

　
こ
う
し
た
技
術
力
向
上
の

た
め
の
支
援
は
戦
略
的
基
盤

技
術
高
度
化
支
援
事
業

サ

ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
事
業

な
ど
が
あ
る
。

２
０
０
６
年
度
以
降
、
経
済

産
業
省
は
中
小
企
業
が
か
か

わ
る
約
１
０
０
０
の
技
術
開

発
に
補
助
金
を
支
給
し
て
、

支
援
し
て
き
た
。

　
行
政
に
よ
る
支
援
制
度
の

う
ち
、
サ
ポ
イ
ン
事
業
な
ど

は
認
知
度
も
上
が
り
利
用
も

増
え
て
い
る
が
、
ま
だ
ま
だ

知
ら
れ
て
い
な
い
制
度
も
多

い
。
中
小
企
業
へ
の
周
知
を

徹
底
し
、
よ
り
多
く
の
企
業

が
活
用
す
る
こ
と
で
、
現
下

の
困
難
を
乗
り
切
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。
　

焦
点
は
米
Ｅ
Ｕ

　
通
商
政
策
の
当
面
の
焦
点

は
、
環
太
平
洋
連
携
協
定

Ｔ
Ｐ
Ｐ

と
、
欧
州
連
合

Ｅ
Ｕ

と
の
経
済
連
携
協

定

Ｅ
Ｐ
Ａ

交
渉
を
進
め

ら
れ
る
か
だ
。
日
本
に
と
っ

て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
を
主
導
す

る
米
国
は
日
本

の
貿
易
額
の

・
５
％
、
Ｅ
Ｕ

は

・
６
％
を

占
め
る
。
日
本

が
Ｅ
Ｐ
Ａ
や
自

由
貿
易
協
定

Ｆ
Ｔ
Ａ

に

署
名
し
た
か
発
効
し
た
国
の

割
合
は

・
６
％
で
あ
り
、

米
国
、
Ｅ
Ｕ
と
も
こ
の
割
合

に
引
け
を
取
ら
な
い
規
模
。

米
国
、
Ｅ
Ｕ
と
の
交
渉
は
日

本
の
通
商
政
策
を
大
き
く
変

え
る
こ
と
に
な
る
。

　
「
国
論
が
二
分
さ
れ
て
い

る
。
国
益
に
関
す
る
こ
と
だ

か
ら
、
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ

ッ
ト
が
ど
う
な
る
の
か
判
断

が
必
要
だ
」
。
鹿
野
道
彦
農

林
水
産
相
は
、
日
本
が
Ｔ
Ｐ

Ｐ
交
渉
に
参
加
す
る
か
に
つ

い
て
、
慎
重
な
見
方
を
示

す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
対
象

分
野

に
つ
い
て
「
ど
ん
な
議
論
が

さ
れ
て
い
る
の
か
、
国
民
に

も
承
知
し
て
も
ら
わ
な
け
れ

ば
」
と
話
す
。

　
枝
野
幸
男
経
済
産
業
相
は

「
農
業
政
策
や
そ
の
他
の
施

策
が
し
っ
か
り
推
進
さ
れ
れ

ば
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
前
向
き
な
結

論
に
な
る
余
地
が
十
分
に
あ

る
」
と
発
言
し
て
い
る
。

　
日
本
は
こ
れ
ま
で
二
国
間

の
Ｅ
Ｐ
Ａ
や
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
積
極

的
に
結
ん
で
き
た
。
だ
が
品

目
ベ
ー
ス
の
自
由
化
率
は
、

お
お
む
ね

％
未
満
の
も
の

が
多
い
。
一
方
で
米
国
が
豪

州
や
韓
国
、
ペ
ル
ー
と
結
ん

だ
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
、
自
由
化
率
が

％
以
上
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

に
参
加
す
る
際
の
ハ
ー
ド
ル

の
高
さ
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　
Ｅ
Ｕ
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
は
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
ほ
ど
に
は
農
林
水
産
品

が
大
き
な
争
点
に
な
ら
な
い

可
能
性
が
強
い
。
Ｅ
Ｕ
の
輸

出
す
る
食
品
は
比
較
的
高
級

な
嗜
好
品
が
多
く
、安
価
大

こ
う

し

量
に
日
本
市
場
に
入
る
恐
れ

が
小
さ
い
か
ら
だ
。
む
し
ろ

Ｅ
Ｕ
は
、
鉄
道
や
航
空
機
ま

で
含
め
た
政
府
調
達
を
は
じ

め
と
す
る
非
関
税
分
野
の
改

革
を
日
本
に
求
め
て
い
る
。

問
わ
れ
る
本
気
度

　
人
口
が
縮
小
し
、
国
内
市

場
が
縮
小
し
て
い
く
日
本
に

と
っ
て
、
総
論

と
し
て
経
済
連

携
の
重
要
性
が

増
す
方
向
に
あ

る
の
は
間
違
い

な
い
。
そ
の
一

方
で
、
主
に
農
産
品
の
日
本

市
場
に
関
心
が
強
い
米
国

と
、
日
本
と
の
間
に
関
税
の

不
均
衡
が
厳
然
と
存
在
す
る

Ｅ
Ｕ
は
、
日
本
の
本
気
度

を
試
し
な
が
ら
、
自
ら
の
国

益
を
計
算
し
て
い
る
。

　
鹿
野
農
水
相
も
枝
野
経
産

相
も
重
要
課
題
と
し
て
「
国

民
の
合
意
形
成
」
を
掲
げ

る
。
し
か
し
合
意
形
成
の
た

め
に
行
う
議
論
や
検
討
、
意

見
集
約
の
場
を
震
災
後
の
現

在
に
ど
う
設
定
す
る
か
、
ま

た
そ
の
た
め
の
基
礎
資
料

は
、
ま
だ
示
し
て
い
な
い
。

「
カ
レ
ン
ダ
ー
を
横
目
で
見

な
が
ら
、
し
か
し
拙
速
に
は

で
き
な
い
」

枝
野
経
産

相

重
要
案
件
が
日
本
全
体

に
の
し
か
か
っ
て
い
る
。

負
の
ス
パ
イ
ラ
ル

　
国
内
産
業
の
喫
緊
の
課
題

は
産
業
空
洞
化
対
策
だ
。
東

日
本
大
震
災
で
東
北
地
域
を

中
心
に
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

が
揺
ら
ぎ
、
部
品
を
調
達
し

て
い
た
日
系
や
海
外
メ
ー
カ

ー
の
国
内
外
生
産
が
一
時
滞

っ
た
。
こ
れ
に
原
発
事
故
に

よ
る
電
力
需
給
ひ
っ
迫
や
超

円
高
に
よ
る
輸
出
競
争
力
低

下
な
ど
が
加
わ
り
、
国
内
で

モ
ノ
を
つ
く
る
リ
ス
ク
が
上

昇
し
て
立
地
競
争
力
が
急
降

下
。
慢
性
的
な
円
高
で
従
来

か
ら
問
題
視
さ
れ
て
き
た
、

生
産
の
海
外
移
転
に
伴
う
産

業
空
洞
化
が
加
速
し
そ
う

だ
。
こ
の

負
の
ス
パ
イ
ラ

ル

を
止
め
な
け
れ
ば
日
本

産
業
に
未
来
は
な
い
。

　
経
済
産
業
省
は
６
月
、
産

業
構
造
審
議
会
の
産
業
競
争

力
部
会
で
「
大
震
災
後
の
我

が
国
の
産
業
競
争
力
に
関
す

る
課
題
と
対
応
」
と
題
し
た

中
間
取
り
ま
と
め
を
公
表
し

た
。
大
震
災
に
よ
り
政
府
が

２
０
１
０
年
６
月
に
策
定
し

た
「
新
成
長
戦
略
」
の
見
直

し
を
決
め
た
こ
と
を
受
け
、

今
後
の
産
業
政
策
の
方
向
感

を
示
し
た
も
の
だ
。

　
産
構
審
は
こ
の
中
間
ま
と

め
で
、
大
震
災
に
よ
り
日
本

は
五
つ
の
課
題
を
抱
え
た
と

分
析
。
第
１
に
震
災
で
企
業

の
生
産
設
備
や
、
産
業
イ
ン

フ
ラ
が
打
撃
を
受
け
足
元
の

成
長
期
待
が
低
下
。
第
２
に

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事

故
の
影
響
で
電
力
需
給
が
ひ

っ
迫
し
、
火
力
代
替
な
ど
に

よ
り
中
長
期
で
発
電
コ
ス
ト

が
上
昇
す
る
と
の
懸
念
。

　
第
３
に
震
災
や
計
画
停
電

で
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
一

時
的
に
ま
ひ
し
、
製
造
業
の

「
ぜ
い
弱
性
」
が
顕
在
化
。

第
４
に
原
発
事
故
で
放
射
線

被
害
が
食
料
品
や
工
業
製
品

に
及
ぶ
と
の
風
評
被
害
が
拡

大
し
日
本
製
品
の
信
頼
性
が

低
下
。
第
５
に
こ
れ
ら
の
課

題
が
重
な
り
空
洞
化
が
深
刻

化
す
る
と
の
指
摘
だ
。

　
中
で
も
円
高
に
対
抗
で
き

る
国
内
立
地
競
争
力
を
高

め
、
空
洞
化
を
阻
止
す
る
こ

と
が
急
務
。
野
田
佳
彦
首
相

は
９
月

日
に
横
浜
市
の
日

産
自
動
車
横
浜
工
場
を
視
察

し
た
際
、カ
ル
ロ
ス
ゴ
ー
ン

日
産
社
長
よ
り

円
高
を

何
と
か
し
て
ほ
し
い
」
と
要

請
さ
れ
た
。
日
産
は
国
内
販

売
す
る
主
力
小
型
車
「
マ
ー

チ
」
の
海
外
生
産
移
転
に
踏

み
切
る
な
ど
、
円
高
環
境
下

で
思
い
切
っ
た
判
断
を
下
し

て
い
る
。
中
小
企
業
の
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
広
く
地
域

雇
用
を
支
え
る
、
車
生
産
が

海
外
流
出
す
る
イ
ン
パ
ク
ト

は
想
像
以
上
に
大
き
い
。

危
機
を
チ
ャ
ン
ス
に

　
政
府
は
生
産
や
研
究
開
発

拠
点
を
国
内
立
地
す
る
企
業

に
対
し
、
優
遇
策
を

年
度

第
３
次
補
正
予
算
に
盛
り
込

む
方
針
。
中
長
期
で
は
企
業

再
編
や
事
業
統
合
、
生
産
提

携
な
ど
を
誘
導
し
経
営
基
盤

を
強
化
し
な
が
ら
国
内
生
産

の
メ
リ
ッ
ト
を
引
き
出
す
考

え
。
国
内
に
モ
ノ
づ
く
り
基

盤
を
置
く
企
業
に
と
っ
て
、

大
震
災
や
円
高
の
危
機
を
チ

ャ
ン
ス
に
変
え
る
に
は
、
従

来
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
枠

組
み
を
大
き
く
踏
み
越
え
る

強
い
決
意
が
求
め
ら
れ
る
。

　　 ２０１１年 平成２３年 ９月３０日 金曜日 （第２部） 　　 （ ）


